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質
問　
句
碑
や
オ
ブ
ジ
ェ
の
あ

る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

答
弁　
句
碑
に
か
か
わ
ら
ず
歩

い
て
楽
し
め
る
ま
ち
に
し
た
い
。

質
問　
田
無
駅
南
口
広
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
早
く
公
開
す
る
べ
き
。

答
弁　
警
視
庁
と
道
路
の
線
形

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
第
四
次

事
業
化
の
や
る
気
・
本
気
度
は
。

答
弁　
着
実
に
整
備
着
手
さ
れ

る
よ
う
都
に
働
き
か
け
る
。

質
問　
み
ず
か
ら
守
る
も
の
が

な
い
自
転
車
の
安
全
運
転
の
啓

発
に
力
を
入
れ
Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

答
弁　
関
係
機
関
と
協
力
・
連

携
し
て
モ
ラ
ル
向
上
を
図
る
。

質
問　
公
道
の
よ
う
な
私
道
は

積
極
的
に
市
が
整
備
せ
よ
。

答
弁　
条
例
に
基
づ
き
、
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
遠
く
の
緑
は
賛
成
だ
が
、

近
く
の
緑
は
反
対
と
い
う
面
が

あ
る
。
緑
を
守
る
こ
と
は
リ
ス

ク
も
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

答
弁　
緑
の
保
全
に
は
市
民
の

理
解
が
大
切
。
身
近
な
緑
の
活

用
と
保
全
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
都
市
の
農
業
を
守
る
本

市
の
現
状
と
対
応
は
。

答
弁　
体
験
農
園
開
設
時
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
、

農
業
振
興
や
農
地
保
全
に
取
り

組
む
。

質
問　
学
校
給
食
に
地
元
農
産

物
の
積
極
的
な
利
用
を
せ
よ
。

答
弁　
食
材
発
注
が
１
カ
月
単

位
の
た
め
長
期
契
約
栽
培
が
で

き
な
い
。
懇
談
会
を
活
用
す
る
。

質
問　
保
谷
庁
舎
（
本
丸
）
は
、

田
無
庁
舎
中
庭
に
建
設
す
る
仮

庁
舎
に
移
転
と
行
政
主
導
で
決

め
て
い
る
。
14
年
後
に
庁
舎
統

合
と
な
る
が
、
そ
の
間
保
谷
庁

舎
は
更
地
に
し
て
お
く
の
か
。

答
弁　
保
谷
庁
舎
敷
地
に
あ
る

他
の
公
共
施
設
の
更
新
も
見
据

え
た
跡
地
活
用
案
を
改
め
て
検

討
す
る
。

質
問　
市
長
は
心
や
体
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
健
康
が

大
事
だ
と
言
っ
て
い
る
。
現
在

の
西
東
京
市
や
行
政
は
健
康
か
。

答
弁　
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
で
行
政
の
健
康
、
健
康

応
援
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

質
問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は

中
原
小
学
校
の
建
設
後
、
ひ
ば

り
が
丘
団
地
南
側
の
（
仮
称
）

第
10
中
学
校
に
移
転
す
る
。
泉

小
学
校
に
続
き
、
ひ
ば
り
が
丘

中
学
校
跡
地
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
今

後
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
調
布
保
谷
線
の
都
道
233

号
線
、
保
谷
庁
舎
と
の
交
差
点

か
ら
北
部
、
新
座
境
に
バ
ス
ベ

イ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
路
線
バ
ス
は
走
っ
て
い
な
い
。

今
後
走
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
東
京
都
が
調
布
保
谷
線

を
整
備
す
る
際
に
民
間
バ
ス
事

業
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
道
路

の
築
造
に
合
わ
せ
て
バ
ス
ベ
イ

を
設
置
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

新
た
な
バ
ス
路
線
の
検
討
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
民
間
バ
ス
事

業
者
に
要
望
す
る
。

質
問　
泉
小
学
校
跡
地
活
用
案

に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
と
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁　
平
成
27
年
第
１
回
定
例

会
で
、
２
本
の
陳
情
が
趣
旨
採

択
さ
れ
た
の
を
受
け
、
地
域
住

民
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
庁
内
調
査
も
３
回
行

っ
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
、
将
来
の
行
政

需
要
等
を
踏
ま
え
、
個
別
計
画

と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
て
、

跡
地
活
用
方
針
案
は
決
め
た
。

今
後
は
、
29
年
度
に
校
舎
の
取

り
壊
し
、
分
筆
測
量
や
地
区
計

画
を
行
い
、
施
設
の
設
計
、
整

備
を
進
め
て
い
く
。
32
年
度
の

整
備
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
い
こ
い
の
森
公
園
に
は
、

か
つ
て
、
東
京
大
学
原
子
核
研

究
所
、
宇
宙
線
研
究
所
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
研
究
し
て
い
た
人

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
記
念
の
植
樹
を
、
平
成
28

年
３
月
定
例
会
で
提
案
し
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

答
弁　
こ
の
地
で
研
究
し
た
人

の
中
か
ら
、
４
人
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
身
近
な
存
在
に

な
り
、
将
来
へ
の
夢
と
希
望
が

無
限
に
広
が
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
記
念
植

樹
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関

係
者
と
調
整
し
つ
つ
、
庁
内
関

係
部
署
で
検
討
を
進
め
る
。

＊
Ｍ‐
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ（
エ
ム
チ
ャ
ッ
ト
）

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
の
診
断
に
用
い
ら
れ
る
乳

幼
児
期
自
閉
症
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
。質
問
形
式
で
親
が
答
え
、

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

＊
フ
レ
イ
ル

元
気
な
状
態
と
介
護
が
必

要
な
状
態
の
中
間
地
点
で
、年

を
重
ね
て
心
身
の
活
力（
筋
力
、

認
知
機
能
、社
会
と
の
つ
な
が

り
な
ど
）が
低
下
し
た
状
態
。

よ
り
早
く
フ
レ
イ
ル
の
状
態

に
気
付
き
、日
常
生
活
を
見
直

せ
ば
、元
気
な
状
態
を
長
く
維

持
で
き
た
り
、元
気
な
状
態
に

戻
す
こ
と
も
で
き
る
。

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

②
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
説
明
】
①
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
２
千
700
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
716
億
７
千
372
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

②
一
般
職
の
職
員
の
期
末
・
勤

勉
手
当
の
見
直
し
に
伴
い
、
規

定
の
整
備
を
す
る
。
東
京
都
で

は
民
間
の
支
給
割
合
が
都
職
員

の
年
間
支
給
月
数
を
上
回
る
た

め
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
東
京
都
と
同
様
に
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
0.1
月

分
引
き
上
げ
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
予
備
費
の
充
用
で
は
な
く
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
に

よ
っ
て
財
源
確
保
を
行
っ
た
財

政
上
の
取
り
扱
い
は
。

＊
地
域
未
来
塾

経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の

事
情
に
よ
り
、家
庭
で
の
学
習

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、学
習
習

慣
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い

な
い
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支

援
を
、大
学
生
や
教
員
Ｏ
Ｂ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
り
学
習
支
援
を
実
施

す
る
事
業
。

＊
バ
ス
ベ
イ

バ
ス
利
用
者
の
安
全
な
乗

降
及
び
停
車
中
の
バ
ス
に
よ

る
本
線
上
の
自
動
車
交
通
の

流
れ
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
に
設
け
た
バ
ス
専
用
ス

ペ
ー
ス
。

答　
予
備
費
の
充
用
は
年
度
途

中
に
お
け
る
不
測
の
事
態
等
に

よ
り
予
算
額
の

不
足
が
生
じ
た

場
合
に
対
応
し

て
い
る
。
今
回

は
財
政
調
整
基

金
に
よ
り
予
算

額
を
編
成
し
た

が
、
歳
入
と
歳

出
の
均
衡
を
図

る
た
め
に
、
予

備
費
を
端
数
調

整
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
慣
例
に

従
い
対
応
し
た
。

問　
東
京
都
人

事
委
員
会
勧
告

の
拘
束
力
は
。

ま
た
、
今
回
の

改
定
は
勧
告
通

り
な
の
か
。

答　
地
方
公
務

員
法
の
中
で
人

事
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
は
人
事
委
員
会
が
な
く
、

東
京
都
人
事
委
員
会
が
都
内
企

業
、
事
業
所
の
給
与
実
態
を
踏

ま
え
て
勧
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
本
市
に
お
い
て
も
改
定
を

上
程
し
た
。
改
定
内
容
は
勧
告

ど
お
り
で
あ
る
。

【
結
果
】
①
②
と
も
賛
成
全
員

で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
５
億
６
千
687
万
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
722
億
４
千
59
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

費
の
概
要
、
手
続
、
勤
務
体

制
に
つ
い
て

・
児
童
福
祉
運
営
費
の
保
育
従

事
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

補
助
金
の
対
象
者
、
割
合
、

対
象
者
を
限
定
し
た
理
由
、

現
在
従
事
し
て
い
る
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て

・
都
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業

か
ら
選
択
し
た
事
業
の
理
由

及
び
選
択
し
な
か
っ
た
事
業

の
理
由
に
つ
い
て

・
消
防
委
託
負
担
金
の
増
額
理

由
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

＊

一般質問 (5)、用語の解説、臨時会の審議から、予算特別委員会の審査から

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
ま
ち遠藤　

源
太
郎
（
自
民
）

保
谷
庁
舎
は
旧
市
の
本
丸
14
年
間
更
地

田
無
庁
舎
の
中
庭
に
仮
庁
舎
建
設浅

野　
髙
司
（
自
民
）

泉
小
学
校
跡
地
活
用
は

地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
て
進
め
よ

保
谷　
な
お
み
（
自
民
）

用
語
の
解
説

臨
時
会
の
審
議
か
ら

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
般
職

の
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
を
行
う
た
め
、
11
月
30
日
に
第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
審
議
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
質
問
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成29年2月15日　 発行 第72号 （６）

西東京市


